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＜宇治市要保護児童対策協議会代表者会議資料 H30.3.7＞ 

 

 

京都府山城北保健所における児童虐待未然防止対策事業について 

         （人材育成及び関係機関の連携促進の視点から） 

 

１ 平成２８年度事業実績 

（１） 児童虐待未然防止研修会 

① エジンバラ産後うつ病質問票等活用に係る研修会（講演とＧＷ） 

・平成 28年 7月 4日（月）山城総合庁舎大会議室  11市町・HC保健師 40名 

講師：玉木教授 （神戸女子大学） 

② ハイリスクな妊産婦の支援についての研修会 

「児童虐待未然防止のための妊娠期から子育て期までの支援について」 

・平成 29年 1月 7日（土）京田辺市 キララホール  保健・福祉関係者 135名 

講師：佐藤母子保健情報センター長（大阪府母子保健総合医療センター） 

（２） 児童虐待未然防止に係る連携会議 

「妊娠期からより良い支援体制確立に向けた地域連携に係る現状と課題の共有」 

・平成 29年 2月 23日（木） 宇治徳州会病院  9市町、11医療機関、児相・HC  

（３） 妊産婦やその家族向けのリーフレットの作成 （1,200部作成、285カ所に送付） 

（４） 発達支援クリニック（2月に 1回）、発達障害支援従事者研修会（計 3回、154名）  

  

 

２ 平成２９年度事業実施状況 

（１） 児童虐待未然防止研修会 

① エジンバラ産後うつ病質問票等活用に係る研修会（講演とＧＷ） 

・平成 29年 8月 8日（火）山城総合庁舎大会議室 13市町村・HC  51名 

講師：新井准教授 （北里大学看護学部） 

※特定妊婦の早期発見及び支援について具体的イメージ、話し合いができた。 

② ハイリスクな妊産婦の支援についての研修会 （1月 20日を変更） 

 ・平成 30年 3月 19日（月）京田辺市 キララホール   

  講師：新井准教授    「地域で妊娠・出産をどう支えるか」 

（２） 児童虐待未然防止に係る連携会議   

「山城圏域における市町村－医療機関連携における課題、事例検討等」 

・平成 29年 12月 14日（木）文化パルク城陽  8市町、12医療機関、児相・HC  

・前回会議における課題について、課題解消に向けた意見交換等 

関係医療機関との会議（保健所・市町で訪問） 

 → 協力医療機関２施設追加予定 

（３） 発達支援クリニック（計 8回）、発達障害支援従事者研修会（計 6回、304名） 


